特定国派遣研究者＜申請内容＞
	(1)研究目的・内容（図表を含めても構いません。わかりやすく記述してください。）
①研究目的、研究方法、研究内容について記述してください。
②どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのかを、具体的に記入してください。

	



	
(2)研究の特色・独創的な点
①先行研究等があれば、それらと比較して、本研究の特色、着眼点、独創的な点。
②国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ、意義。
③本事業による派遣が終了したときに予想されるインパクト及び将来の見通し。


	



	
(3)相手国で研究することの意義（訪問先の選定理由）
①派遣先で研究する必要性や意義について明らかにしてください。
②申請者のこれまでの研究と派遣先（研究機関、研究者）の関連性について記述してください。
③主たる訪問先以外に訪問先がある場合は、それらの訪問先への訪問の意義も明記してください。


	

	③主たる訪問先以外の訪問先、内容

	



	

(4)主要研究業績
（下記の①～③の項目について申請者が中心的な役割を果たしたもののみ項目に区分して記載してください。その際、通し番号を付すこととし、該当がない項目は「なし」と記載してください。申請者にアンダーラインを付してください。）
①学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文又は著書
＊「査読の有無」を区分して記載してください。査読の有無に関わらず、印刷済又は採録決定済のものに限ります。査読中及び投稿中のものは除いてください。
＊著者（申請者を含む全員の氏名を、論文と同一の順番とします。）、題名、掲載誌名、巻号、開始ページ - 最終ページ、発行年（西暦）をこの順で記入してください。
②学術雑誌等又は商業誌における解説、総説
③国際会議・国内学会・シンポジウム等における発表
＊口頭・ポスターの別、査読の有無を区分して記載してください。
＊著者（申請者を含む全員の氏名を、論文等と同一の順番とします。）、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年（西暦）を記載してください。発表者に○印を付してください。

	


(5-1)申請者の研究歴等
	学歴
	１．　　　　年　　月　　　　　　大学　　　　　　学部　　　　　　学科卒
２．　　　　年　　月　　　　　　大学　　大学院修士課程　　修了
３．　　　　年　　月　　　　　　大学　　大学院博士課程　　入学
（　　　　　　　　　研究科　　　　　　　　　専攻）
４．　　　　年　　月　博士（　　　　）の学位（取得・取得見込）
５．　　　　年　　月　博士課程の所定の単位を修得のうえ（退学・退学見込）

	研究・職歴
（特別研究員等の研究歴も必ず記入してください。）
	１．　　　　年　　月　～　　　　　年　　月

２．

	受賞歴
	

	国際的な研究交流活動実績及びその実績と本申請課題との関係
①これまでの国際的な研究交流活動（主な在外研究、外国留学、国際会議出席等、本会事業に限りません）の実績（見込みを含む。）について訪問先、目的、期間等を記入してください。
②①と本申請課題との間に関連性がある場合は具体的に記入してください。

	

	
訪問希望先の研究者との連絡状況
＊関連する往復書簡等の送受信の日付、内容を簡潔に明記してください。なお、記載された主たる訪問先研究者を変更することはできません。

	

	語学能力（自己評価）注）

	①派遣国にて主に使用する言語について記入してください。
②自己評価欄は下記の基準に添って優・良・可・不可のいずれかを記入してください。

	
	言　語
	自己評価
	

	
	
	読解力
	作文力
	ヒアリング力
	会話力
	

	
	　　　　語
	
	
	
	
	

	
	　　　　語
	
	
	
	
	

	
	　　　　語　　　
	
	
	
	
	


(5-2)主たる訪問先研究者の研究歴等
	①経歴

	

	②学術雑誌等（紀要・論文集等も含む。）に発表した論文又は著書
③学術雑誌等又は商業誌における解説、総説
*記入方法は（4）にならい、代表的なものに限定してください。

	







（５）　注）語学能力（自己評価）の基準
	
	読解力
	作文力
	ヒアリング力
	会話力

	優
	論文・新聞等の内容をほぼ完全に読める。
	論文・手紙等をほぼ完璧に書ける。
	学会講演・映画・ニュース等の内容をほぼ完全に聞き取れる。
	学会講演・質疑応答、ネイティブスピーカーとの交渉・討論がほぼ完全にできる。

	良
	自分の専門の論文をほぼ完全に読める。
	論文・手紙等を書ける。ただし、多少の校閲は必要とする。
	学会講演をほぼ完全に聞き取れる。
	学会講演はほぼ完全にできる。質疑応答、ネイティブスピーカーとの交渉・討論は半分程度にできる。

	可
	自分の専門の論文を、辞書を引きながらであれば読める。
	論文・手紙等を、辞書を引きながらであれば書ける。
	学会講演を50%程度であれば聞き取れる。
	学会講演はメモを用いればできる。質疑応答、ネイティブスピーカーとの交渉・討論はスムーズではないが意思の疎通は可能。

	不
可
	辞書を用いても文章を読むのが困難。
	辞書を用いても文章を書くのが困難。
	学会講演を理解するのが困難。
	相手の理解が得られるよう会話するのが困難。




(6) 人権の保護及び法令等の遵守への対応
本欄には、研究計画を遂行するに当たって、研究対象者の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う相手国及び研究を実施する国・地域の指針・法令等を含む。）に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策や措置を講じるのか記述してください。例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、行動調査（個人履歴・映像を含む。）、国内外の文化遺産の調査等、提供を受けた試料の使用、侵襲性を伴う研究、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の情報委員会や倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となりますので手続きの状況も具体的に記述してください。

	1 該当あり（　　）　該当がある場合には左記に○印を付した上、対応を下記に記入してください。
2 該当なし（　　）　該当がない場合には左記に○印を付してください。
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様式の改変はできません。上記項目は本頁内に収めてください。
